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　ボランティアスタッフを随時募集しています。「勝本
浦のために何かしたい！」「ボランティア活動に興味
がある」という方、一緒に活動してみませんか？ご登
録いただいた方には活動に関する情報をお届けします。
都合のよいときのみの参加でＯＫです！右のＱＲコー
ドからスマートフォンで申し込みができますので是非
ご登録ください。

ボランティアスタッフ募集中！
↓登録はこちらから↓

馬場崎公園がきれいになっています！

　勝本まち協では、魅力的な景観を維持し、地域

内外の多くの方が楽しめる場をつくることを目的

として、公園や遊休地の整備や植栽、老朽化した

設備の改修を行う事業「勝本浦イロドリプロジェ

クト」の開始に向けて準備を進めています。昨年

から、馬場崎公園で試験的にひまわりを植えるな

ど少しずつ取り組みを進めていましたが、先行し

て、近隣の有志の方々により使われなくなって荒

れていた旧ゲートボール場の整備が進み、半年を

かけて見違えるようにきれいになりました。全て

手作業（！）で整備されていて、最近ではかわい

いお花も増えました。

　今後、このように勝本浦のために活動するボラ

ンティア団体の支援も進めて行く予定です。

あゆみの会の配食サービス

　 こ れ ま で 社 協

で 支 援 さ れ て き

た あ ゆ み の 会 の

月 1 回（7・8・9

月を除く）の配食

サ ー ビ ス を 勝 本

ま ち 協 と 霞 翠 ま

ち 協 で 引 き 継 ぐ

ことになり、昨年

1 年間の業務引継ぎ期間を経て、今年度

より本格的に両まち協が連携して支援を

行っています。高齢者や障害者の方を対

象とした配食サービスの活動は昭和 59

年から約 40 年間続いています。メンバー

はベテランぞろいで、手際よく調理を進

めます。そうしてできたお弁当は本当に

美味しい！利用されている方の楽しみや

メンバーの方々のやりがいを実現してい

るこの活動を今後も応援していきます。
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。
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　再び、勝本弁のルーツについて考えてみたいと思います。先日、テレビ番組の中で、“ 食

べてね ” の和歌山弁として「～食べなあよ」という言葉が出てきました。そこでふと、そう

いえば・・・と思い出した勝本弁があります。最近では聞く機会がずいぶん少なくなりまし

たが、人におすすめする時や、行動などを促すとき「～なあれ」と言うときがあります。例

えば、「食べなあれ」「しなあれ」「持っち行きなあれ」など。

　「～なあれ」を関西弁で置き換えてみると、「～なはれ」となります。音は、ほぼ同じ。使

い方も同じです。鯨組が活躍していた時代、壱岐で最初に捕鯨を始めたのは紀州熊野（現在

の和歌山南部）の日高氏であったし、田ノ浦に捕鯨のための納屋場が置かれた後も関西各地

との交易・交流は続いていたはずで、その時の記憶が言葉として残った、と思うと一瞬、時

空を超えたような心持ちになりました。

勝本浦の言葉を考えてみた

6. 食べなあれ、しなあれ


